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　新年、おめでとうございます。
　毎年『今年こそは』と思うのですが、その思いと、現実とのギャップは、予
想以上に大きく、日常生活では、悩み、苦しみ、胃の痛くなる日々を送ってい
ます。しかし、それにもかかわらず、今年も懲りずに『今年こそは』の精神で

頑張っていきたいと思うのです。
　さて、昨年を振り返ってみますと、障がい者が長い間、檻（座敷牢）に閉じ込められていた事件
や、国や自治体が障がい者雇用をごまかしていた問題、旧優生保護法下で障がい者が強制的に不妊
手術をされていた等の事実が社会に明らかになりました。
　中でも、当事者はもとより、関係者からも、日本の遅れている福祉行政の象徴として厳しく指摘
されたのが、国や自治体による障害者雇用のごまかしです。指導すべき立場にある者の行為ですか
ら、その罪は極めて大きなものがあり、許し難いものです。そして、その後、北海道も知的障がい
者を正雇用してこなかった自治体の一つであったことが報道されました。
　育成会のあり方も問われていると思います。『障がい者や親の立場に立って、言うべきことはは
っきりと言う』『障がい者が地域で普通に生活するための政策提言を行う』真の育成会になってい
かなくてはなりません。
　『私たちは本当に知的障がい者の声を代弁しているのか』北海道手をつなぐ育成会には、今まで
の行動の反省と、前を向いて歩き続けるエネルギーと責任が、かつてなく求められているのです。
　北海道手をつなぐ育成会は、２年前より、活性化のひとつの手立てとしてカレンダーを発行して
います。『ともかくやってみよう』と始めました。一昨年は壁掛けカレンダーの700部は押し売りで
した。昨年は400部押し売りでした。北海道の会員は約5,000人いるのです。まずは、会員自身がカ
レンダーを買って育成会を支えましょう。5,000人の知恵と力が集まる会になることが大事なのです。
　今年は、できるだけ全道大会に参加してお互いに激励しあいましょう。
　会員がみんなのために、一つでもいいから動いてみるようにしましょう。
　どこを探しても、率先して何でもやってくれる、優秀で、万能で、疲れを知らない、育成会会員
などいないのです。糸賀一雄は言いました。『気づいた人が責任者』なのです。
　今年も皆様にとって良い年になりますよう心より願っています。

会　長　佐　藤　春　光
副会長　畑　中　三岐子
副会長　長　江　睦　子
理　事　菊　池　洋　子
理　事　藤　井　美　雪
理　事　青　山　弥　生
理　事　相　馬　ミエ子
理　事　工　藤　春　雄
理　事　斉　藤　フミ子
理　事　白　幡　修　治
理　事　上　村　裕　子

理　事　東　　　則　子
理　事　加　藤　裕　子
理　事　藤　川　治　喜
理　事　初　山　聡　子
理　事　佐　藤　恵　三
理　事　川　原　弘　嗣
理　事　広　瀬　利　博
理　事　白　鳥　　　幸
理　事　三　浦　幸　三
理　事　橋　本　眞　弓
理　事　扇　　　尋　子

理　事　栗　林　秀　治
理　事　橋　本　房　恵
理　事　森　本　千　尋
　� 　
監　事　外　山　貞　雄
監　事　小　玉　和　則
監　事　薄　葉　栄　司
　� 　
事務局長　樋　口　賢　治
事務局員　種　田　郁　子

今年こそは！

賀　正　平成31年元旦

佐 藤　春 光一般社団法人　北海道手をつなぐ育成会　会長

一般社団法人北海道手をつなぐ育成会　役員名簿
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北
海
道
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
　
会
長

北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
副
会
長
　
畑
中
　
三
岐
子

新
し
い
年
に
向
け
て

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

北
海
道
知
的
障
害
児
者
生
活

サ
ポ
ー
ト
協
会
会
長
と
し
て
新

年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
北
海
道
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
の
事

業
運
営
に
対
し
、
あ
た
た
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
２
０
０
６
年
に
生
活
サ

ポ
ー
ト
協
会
が
設
立
さ
れ
る
以
前
は
、
知
的
障
が
い

の
あ
る
人
達
は
保
険
に
加
入
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

や
む
を
得
ず
、
親
達
は
、
わ
が
子
の
病
気
入
院
、
付

き
添
い
の
給
付
等
、
も
し
も
の
時
に
備
え
互
助
会
を

設
立
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
保
険
業
法
の
改
正
に
伴

い
、
互
助
会
が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、
途
方
に
暮
れ

て
い
た
時
に
、
Ａ
Ｉ
Ｕ
の
互
助
会
保
証
制
度
を
礎
と

す
る
保
険
制
度
が
認
可
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
業
務
を
行

う
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
来
、
会
員
の
皆
様
と
の
相
互
協
力
に
よ
り
、
２

０
１
６
年
に
は
、
創
立
10
周
年
を
む
か
え
、
補
償
制

度
も
従
来
の
A
プ
ラ
ン
の
他
に
、
よ
り
充
実
し
た
内

容
の
B
プ
ラ
ン
、
さ
ら
に
働
く
障
が
い
の
あ
る
人
を

支
え
る
C
プ
ラ
ン
と
保
険
の
種
類
も
増
え
、
選
択
肢

が
広
が
り
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
の
「
安

心
と
安
全
の
生
活
づ
く
り
」
の
支
援
が
増
し
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、サ
ポ
ー
ト
協
会
は
、育
成
会
と
連
携
し
て
、

拡
大
活
動
ブ
ロ
ッ
ク
助
成
事
業
や
年
金
セ
ミ
ナ
ー
等

を
行
い
育
成
会
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

育
成
会
は
１
９
５
２
年
に
、
障
が
い
の
あ
る
子
の

幸
せ
を
願
っ
て
教
育
・
福
祉
・
就
労
な
ど
の
施
策
の
整

備
、
充
実
を
求
め
て
設
立
さ
れ
、
以
来
67
年
間
、
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
障
が
い
を
持
つ

本
人
や
家
族
に
と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
団
体
で

す
。
そ
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
協
会
も
同
様
に
障
が
い
の

あ
る
人
や
、
家
族
の
生
活
安
定
と
福
祉
の
推
進
を
目

的
に
設
立
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
お
互
い
が
協
力
し
て
、
会
員
の
皆
様
と
共

に
、
誰
も
が
と
も
に
支
え
あ
い
助
け
合
う
「
共
生
社

会
」
の
実
現
に
向
け
、
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
多
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
上
期
活
動
報
告（
そ
の
１
）

　

�　

12
月
７
日
、
第
３
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
次
に
示
す
各
項
目
に
つ
い
て
事
務
局
よ

り
提
案
。
ご
検
討
を
い
た
だ
き
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

道
育
成
会「
共
同
墓
苑（
仮
称
）構
想
」

　

全
て
の
会
員
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
地
区
育
成
会
に
よ
っ
て
、
取
り
組
み
に

幅
が
生
じ
た
こ
と
や
、
Ｐ
Ｒ
不
足
だ
っ
た
た
め
、
回

収
率
が
30
％
と
い
う
結
果
で
し
た
が
、
道
育
成
会
と

し
て
の
考
え
方
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
ま
し
た
。

•�

調
査
結
果
か
ら
は
「
共
同
墓
苑
（
仮
称
）」
を
希

望
さ
れ
る
会
員
は
、
回
答
者
の
１
割
弱
と
、
非
常

に
少
な
い
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、場
所
、

価
格
、
地
域
的
な
事
情
、
そ
の
他
の
親
な
き
あ
と

に
対
す
る
不
安
、
要
望
等
々
、
様
々
な
ご
意
見
、

課
題
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

•�

現
時
点
で
は
、道
育
成
会
が「
共
同
墓
苑（
仮
称
）」

の
建
立
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
計
画
、
行
動
を
行

う
こ
と
は
、
時
期
尚
早
と
判
断
し
ま
す
。

•�

し
か
し
、今
回
の
調
査
で
、少
な
い
な
が
ら
も
「
共

同
墓
苑
（
仮
称
）」
を
希
望
さ
れ
る
会
員
が
地
方

に
も
存
在
す
る
こ
と
。
ま
た
、
今
後
、
親
な
き
あ

と
の
種
々
の
取
り
組
み
と
あ
わ
せ
、
多
く
の
会
員

が
こ
う
し
た
情
報
提
供
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

•�

今
後
、
道
内
各
地
や
、
全
国
の
取
り
組
み
か
ら
学

び
つ
つ
、
ま
た
、
現
在
、
札
幌
育
成
会
が
独
自
に

計
画
、
準
備
を
進
め
る
「
共
同
墓
苑
の
建
立
」
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
道
育
成
会
と
し
て
も
可
能

な
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
将
来
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
会
費
減
額（
人
口
割
中
止
）」を
了
承

　

道
内
に
は
様
々
な
課
題
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
地

域
に
根
差
し
、
粘
り
強
く
活
動
し
て
い
る
小
規
模
の

地
区
育
成
会
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
本
年
７
月
に
実

施
し
た
「
育
成
会
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
回

収
率
70
％
弱
）
調
査
で
は
、
会
の
活
動
休
止
を
話
題

と
し
た
育
成
会
の
多
く
が
、
主
な
理
由
の
一
つ
と
し

て
道
育
成
会
へ
の
会
費
負
担
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。
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そ
こ
で
、今
年
度
中
に
結
論
を
出
す
こ
と
を
目
標
に
、

３
回
に
わ
た
る
活
性
化
委
員
会
、
２
回
に
わ
た
る
理

事
会
で
の
議
論
、
検
討
を
経
て
、
次
の
よ
う
な
改
善

策
が
確
認
さ
れ
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

•�

今
年
度
の
会
費
額
を
基
本
と
す
る
が
、
負
担

感
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
全
て
の
育

成
会
を
対
象
に
減
額
す
る
。
特
に
小
規
模
の

育
成
会
は
、
最
高
で
も
個
人
負
額
が
１
，
０

０
０
円
を
超
え
な
い
額
と
す
る
。

•�

会
費
の
算
定
基
準
に
人
口
割
を
加
味
す
る
こ

と
は
や
め
、
将
来
的
に
、
正
会
員
１
人
、
５

０
０
円
程
度
の
統
一
会
費
を
め
ざ
す
。

•�

当
面
、
会
員
の
多
い
育
成
会
が
、
少
な
い
地

区
育
成
会
を
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
考
え
方
を

継
続
す
る
。

•�

地
区
育
成
会
と
し
て
職
員
を
雇
用
し
て
い
る

育
成
会
に
つ
い
て
は
一
定
の
配
慮
を
行
う
。

•�

試
算
で
は
あ
る
が
、
90
万
円
程
度
の
減
収
に

つ
い
て
は
、
早
急
な
会
員
増
を
め
ざ
す
と
同

時
に
、
会
議
費
、
旅
費
等
の
節
約
に
努
め
、

現
在
、道
育
成
会
が
保
有
す
る「
財
政
基
金
」

を
切
り
崩
す
こ
と
な
く
、
対
応
を
図
る
。

•�

現
況
調
査
を
基
本
に
算
定
す
る
。
定
時
総
会

時
に
合
わ
せ
、２
年
ご
と
の
見
直
し
を
行
う
。

•�

正
会
員
と
賛
助
会
員
の
区
別
が
つ
か
な
い
育

成
会
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
育
成
会
と
話

し
合
い
を
も
っ
て
妥
当
と
思
わ
れ
る
金
額
を

決
め
る
。

•�

他
の
事
項
に
つ
い
て
は
三
役
で
協
議
し
対
応

す
る
。

「
本
人
の
会
全
道
交
流
会
」開
催
地
に
つ
い
て

　
「
み
ん
な
の
わ
」開
催
地
が
な
か
な
か
決
ま
ら
ず
、

困
惑
し
た
年
や
、
快
く
開
催
を
引
き
受
け
て
い
た
だ

い
た
場
合
で
も
、
地
区
育
成
会
の
支
援
が
不
十
分
な

場
合
、
ま
た
、
前
年
度
の
取
り
組
み
に
参
加
で
き
て

い
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
等
が
あ
り
、
戸
惑
い
や
、
困
難

さ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

本
人
活
動
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
は
、
育
成
会
活

動
の
柱
の
一
つ
。
そ
こ
で
、
平
成
31
年
度
か
ら
は
、

全
道
大
会
を
開
催
し
た
地
区
育
成
会
（
ブ
ロ
ッ
ク
）

が
、
そ
の
翌
年
、
本
人
の
会
全
道
交
流
会
「
み
ん
な

の
わ
」
の
開
催
地
区
と
な
る
こ
と
を
提
案
。
了
承
さ

れ
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
次
年
度
の
開
催
地
は
日
高
地

区
と
な
り
ま
す
。＊

特
別
研
修
会
終
了
報
告
等
、
次
号
に
て

真
摯
に
反
省

必
要
な
支
援
を
可
能
な
限
り

　

全
国
育
成
会
連
合
会
は

12
月
10
日
、「
旧
優
生
保

護
法
・
強
制
不
妊
手
術
に

対
す
る
検
証
会
報
告
」
を

受
け
、
記
者
会
見
を
実
施

し
、
意
見
表
明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
概
要
で
す
。

①�

過
去
に
機
関
誌
の
記
事
が
強
制
的
不
妊
手
術
の
実

施
を
助
長
し
た
結
果
、
不
妊
手
術
を
受
け
る
に
至

っ
た
知
的
障
害
当
事
者
が
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
会
と
し
て
真
摯
に
反
省
し
、
当
事

者
・
ご
家
族
の
方
々
に
必
要
な
支
援
を
可
能
な
限

り
行
い
ま
す
。

②�

国
に
は
誤
っ
た
施
策
の
責
任
を
認
め
、
謝
罪
と
被

害
の
回
復
を
行
う
こ
と
を
改
め
て
強
く
求
め
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
国
に
よ
る
賠
償
な
ど
が
行
わ
れ

た
場
合
に
、
そ
の
被
害
回
復
策
が
手
術
を
強
制
さ

れ
た
当
事
者
や
そ
の
家
族
に
と
っ
て
実
効
性
の
あ

る
も
の
に
な
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

③�

会
と
し
て
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。
合
わ
せ
て

手
術
を
受
け
た
方
で
お
困
り
の
方
、
救
済
支
援
の

手
続
き
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
方
な
ど
へ
の
支
援

を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
日
本
弁
護
士
連
合

会
や
日
本
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
、
日
本
相
談
支

援
専
門
員
協
会
等
の
協
力
を
頂
き
、
連
携
も
図
っ

て
い
き
ま
す
。

④�

障
害
者
の
性
を
め
ぐ
る
問
題
を
タ
ブ
ー
視
す
る
風

潮
に
対
し
て
、
積
極
的
に
理
解
啓
発
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
知
的
障
害
者
の
恋
愛
・
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
に
関
し
て
、
そ
の
支
援
と
な
る
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
特
に
文

部
科
学
省
に
は
障
害
者
へ
の
性
教
育
の
推
進
を
求

め
る
と
と
も
に
、
現
在
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
障
害
者
の
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
性
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
の
創
出
を
後
押
し
す
る
よ
う
求
め

ま
す
。

　

＊�

意
見
表
明
の
詳
細
、ま
た
、検
証
会
報
告
書
は
、

道
育
成
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

＊�

北
海
道
に
お
け
る
相
談
窓
口
は
、「
道
育
成
会
」

と
な
り
ま
す
。

　
　

☎
０
１
１
―
２
５
１
―
０
８
５
５
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上
川
地
区
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
連
絡
協
議
会
で
の

協
議
を
経
て
、
名
寄
心
と

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
が
呼

び
か
け
、
11
月
27
日
、
名

寄
大
会
実
行
委
員
会
が
発

足
、
本
格
的
な
準
備
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
と
な
る
会
議
に

は
、美
深
高
等
養
護
学
校
、

名
寄
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
、
名
寄
市

特
別
支
援
学
級
設
置
校
連
絡
協
議
会
、
な
よ
ろ
地
方

職
親
会
、
名
寄
市
立
大
学
、
名
寄
市
教
委
、
名
寄
市

健
康
福
祉
部
、
名
寄
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
市
内
の

社
会
福
祉
法
人
等
の
関
係
者
、
25
名
も
の
実
行
委
員

が
集
い
「
開
催
要
綱
（
案
）」
の
内
容
の
確
認
、
そ

し
て
、
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
回
実
行
委
員
会
は
平
成
31
年
１
月
25
日
に
開

催
予
定
。
次
回
は
具
体
的
な
大
会
企
画
・
運
営
等
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
人
大
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
２
月
17

日
㈰
に
予
定
さ
れ
る
障
が
い
者
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
研
修
後
に
本
人
大
会
実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
、
関
係
機
関
等
と
の
調
整
を
経
て
、
新

道
育
成
会
第
64
回
全
道
大
会
は
名
寄
市
に
て

平
成
31
年
７
月
27
日
・
28
日
開
催

「
真
の
自
立
と
は
何
か
！

満
点
の
星
・
北
の
大
地
・

緑
の
里
・
名
寄
か
ら
」

年
度
、
４
月
に
は
大
会
開
催
要
綱
を
決
定
し
、
全
道

に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

＊
次
号
で
大
会
日
程
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

「
困
難
乗
り
越
え

自
分
ら
し
く
生
き
よ
う
」

北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
全
道
大
会
名
寄
大
会

実
行
委
員
長
　
尾
谷
　
和
久

（
名
寄
心
と
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
　
会
長
）

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
９
月
６
日
に
発
生
し
ま
し
た
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い

復
旧
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
道
育
成
会

佐
藤
会
長
、
樋
口
事
務
局
長
が
現
地
を
訪
れ
、
激
励

さ
れ
る
姿
に
、
育
成
会
の
温
か
さ
、
大
事
さ
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
来
る
７
月
27
日
㈯
、
28
日
㈰
に
上
川
地
区

の
名
寄
市
に
お
い
て
、
第
64
回
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
全
道
大
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
名
寄
の
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
に
は
歴
史
が
あ
り
、
平

成
４
年
に
初
め
て
名
寄
で
全
道

大
会
を
開
催
し
て
か
ら
、
今
大

会
は
26
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
す
。

　

大
会
テ
ー
マ
は
、「
楽
し
く

働
き
、
楽
し
く
暮
ら
し
、
自
分

ら
し
く
生
き
よ
う
」
と
し
、
昨

年
11
月
27
日
に
は
、
道
育
成
会

佐
藤
会
長
、
樋
口
事
務
局
長
を

迎
え
て
、
第
１
回
実
行
委

員
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
名
寄
大
会
を
意
義

あ
る
大
会
と
し
、
無
事
故

で
成
功
さ
せ
よ
う
と
新
た

な
決
意
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
私
が
育
成
会
に
入
会

し
た
の
は
、
28
年
前
の
平

成
２
年
で
し
て
、
わ
が
子

が
小
さ
い
頃
は
、
育
児
も

妻
任
せ
で
、
苦
労
を
乗
り

越
え
て
き
た
母
親
の
偉
大
さ
を
今
に
な
り
つ
く
づ
く

と
感
じ
、
感
謝
の
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
母
親
た
ち
が
集
い
、
設
立
さ
れ
た
育
成
会
も
65

年
以
上
の
歴
史
を
重
ね
、
現
在
も
さ
ま
ざ
ま
課
題
が

あ
る
中
、
た
く
さ
ん
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
、
活
動
の

活
性
化
、組
織
の
拡
大
、強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
育
成
会
の
発
足
当
時

の
趣
旨
で
あ
る
「
親
亡
き
後
、
こ
の
子
達
は
ど
う
や

っ
て
自
立
を
し
て
い
け
る
の
か
」「
親
は
そ
の
た
め

に
何
を
す
べ
き
か
」
の
原
点
に
今
一
度
立
ち
戻
り
、

子
ど
も
達
の
真
の
自
立
を
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々

と
語
り
合
い
、
困
難
な
こ
と
も
、
希
望
の
こ
と
も
共

有
す
る
場
と
し
て
開
催
す
る
、
全
道
大
会
名
寄
大
会

を
、
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
大
成
功
の

大
会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

有
意
義
な
二
日
間
に
な
り
ま
す
よ
う
に
全
力
で
頑

張
り
ま
す
。ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

北
の
ま
ち
名
寄
に
、
多
く
の
皆
様
の
お
越
し
を
、

心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。
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今
後
の
予
定

１
月
25
日
㈮　

名
寄
大
会
第
２
回
実
行
委
員
会

２
月
２
日
㈯　

通
所
事
業
所
連
絡
協
議
会
研
修
会

２
月
17
日
㈰　

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業
研
修
会

北
海
道
育
成
会
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
で
す
。
ぜ
ひ
、
ア
ク
セ
ス
し

て
み
て
下
さ
い
。

第
７
回
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ「
意
思
決
定
支
援
」

　

11
月
29
日
、
千
葉
市
に
お
い
て
、
全
国
育
成
会
連

合
会
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
「
第
７
回
権

利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
」が
開
催
さ
れ
、北
海
道
か
ら
は
、

３
名
の
会
員
が
参
加
。
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

冒
頭
、「
育
成
会
は
、
こ
れ
か
ら
の
本
人
達
の
共

生
社
会
を
も
っ
と
広
げ
て
い
く
」
と
久
保
会
長
（
育

成
会
連
合
会
）か
ら
力
強
い
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

基
調
講
演
を
担
当
さ
れ
た
、
日
本
社
会
事
業
大
学
、

曽
根
准
教
授
（
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
委
員
）
は
、
成

年
後
見
制
度
の
動
向
や
、
意
思
の
推
定
に
必
要
な
要

素
等
に
つ
い
て
、
大
変
分
か
り
や
す
く
お
話
し
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
、
札
幌
市
の
生
活
介
護
「
ぼ
ぬ
ー
る
」

の
中
野
所
長
よ
り
、
現
場
の
具
体
例
を
紹
介
し
な
が

ら
、
意
思
決
定
支
援
に
関
す
る
ミ
ニ
講
演
。「
こ
れ

っ
て
意
思
決
定
支
援
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
市
川

市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
「
空
」
に
よ

る
寸
劇
。
そ
し
て
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
続
き
ま
し
た
。

特
に
、親
の
立
場
で
も
あ
り
、

支
援
者
・
後
見
人
の
立
場
で

も
あ
る
、
埼
玉
県
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
の
高
野
副
理
事
長

の
話
は
、
と
て
も
分
か
り
や

す
く
、
も
っ
と
詳
し
く
聞
き

た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
地
域
で
連
携
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
成
年
後
見
制
度
利
用

促
進
基
本
計
画
」な
る
も
の
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

ま
た
、
啓
発
隊
「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ　

ｉ
」
で
交
流
が
あ
る

全
国
の
育
成
会
の
方
々
と
の
再
会
も
あ
り
、
新
た
な

刺
激
に
、
懐
か
し
さ
も
加
わ
り
、
と
て
も
有
意
義
な

セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

【
札
幌
市
育
成
会　

堀　

徳
子
】

「
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

開
催
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

北
海
道
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
は
、
地
域
で

実
施
す
る
「
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
を
推
進
す

る
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
も
道
内
各
地
で
地

区
育
成
会
が
主
催
す
る
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
の
少
な

い
障
が
い
の
あ
る
方
々
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を

体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
の
福
祉
団

体
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

教
室
開
催
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
原
則
５
万

円
を
上
限
と
す
る
助
成
が
あ
り
、
教
室
で
行
う
競
技

種
目
も
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
自
由
に
設
定
で
き

ま
す
。

　

全
国
育
成
会
連
合
会
は
「
専
門
的
事
項
の
調
査
、企
画
、立
案
、

研
究
に
あ
た
る
専
門
委
員
に
よ
る
協
議
機
関
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
常
設
さ
れ
て
い
る
の
は「
本
人
活
動
支
援
」・「
広
報
」・「
国
際
」

の
３
委
員
会
。
他
に「
事
業
所
協
議
会（
苫
小
牧
市
育
成
会　

門
内

事
務
局
長
）」・「
事
務
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」・「
政
策
研
究
開
発
セ

ン
タ
ー（
札
幌
市
育
成
会　

天
田
理
事
）」・「
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

（
道
育
成
会　

長
江
副
会
長
）」
が
あ
り
ま
す
。
＊（　

）内
は
道

育
成
会
が
推
薦
し
、
委
員
と
し
て
お
願
い
し
て
い
る
方
々
で
す
。

　

昨
年
の
夏
に
、
網
走
市
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
が
実
施
団
体
と

な
っ
て
市
内
の
プ
ー
ル
で
開
催

し
た
水
泳
教
室
で
は
、
講
師
に

よ
る
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
指
導
の

下
、
参
加
者
は
水
の
刺
激
を
受

け
な
が
ら
手
足
を
動
か
し
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
、
３

月
下
旬
頃
に
募
集
案
内
が
あ
り
ま
す
の
で
、
新
年
度

の
行
事
計
画
を
立
て
る
際
に
は
、
是
非
、
皆
さ
ん
の

地
域
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
を
検
討
し
て
み

て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　

ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、
左
記
の

主
催
団
体
ま
で
。○

北
海
道
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　

☎
０
１
１
―
２
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１
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６
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E-m
ail　

info@
do-syospo.or.jp

＊�

広
報
・
企
画
専
門
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
て
き
た

道
育
成
会
Ｈ
Ｐ
。
ス
マ
ホ
対
応
等
、
も
っ
と
気
軽

に
、も
っ
と
魅
力
的
に
と
、新
年
よ
り
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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